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『地理総合，地理探究』 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

１ 前文 

第１問から第６問における 30 の設問で構成され，学習指導要領の「地理総合」及び「地理探究」

の大項目を踏まえた出題であり，第１問と第２問は「地理総合」との共通問題，第３問から第６問

は「地理探究」の「Ａ 現代世界の系統地理的考察」，「Ｂ 現代世界の地誌的考察」，「Ｃ 現代世界

におけるこれからの日本の国土像」に関わる出題である。 

問題作成方針では，学習指導要領において育成を目指す資質・能力を踏まえ，地理に関わる事象

を多面的・多角的に考察，構想する過程が重視されている。なお，評価に当たっては，報告書（本

試験）15ページに記載の８項目の観点により，総合的に検討を行った。 

２ 内容・範囲 

第１問 （『地理総合／歴史総合／公共』の「地理総合」と共通のため省略。） 

第２問 （『地理総合／歴史総合／公共』の「地理総合」と共通のため省略。） 

第３問 世界の自然環境と自然災害に関して，地図や資料から情報を読み取り，地理的事象に関

する知識を基に，場所や人間と自然環境との相互依存関係などに着目して，地震の震源分布，

巨石の分布の要因，温帯地域における気候の差異，土地利用の改変による自然環境への影響，

自然災害の地域性，地形による大地震の影響の違いについて多面的・多角的に考察する問題で

構成されている。 

問１ 二つの範囲における震源分布図を読み取り，プレートテクトニクスに関する知識を基に，

プレート境界付近における震源の分布と深さの関係について考察する問題。 

問２ 巨石が見られる三つの地点周辺の自然環境についての知識を基に，巨石が見られる要因

を考察する問題。 

問３ 温帯に属する四つの都市における最暖月と最寒月の気温と，最多雨月と最少雨月の降水

量を示した図を読み取り，気候因子に関する知識を基に，各都市の気候の特徴を考察する良

問。 

問４ 熱帯地域における農地開発に伴う土地利用の変化を示した資料を読み取り，人間による

土地利用の改変が環境に与える影響を，複数の空間スケールで考察する問題。 

問５ 三つの国・地域における地震と熱帯低気圧による被害についての資料を読み取り，それ

らの国・地域の自然環境や社会環境に関する知識を関連付けて，自然災害の地域性を考察す

る良問。 

問６ 大規模な地震における，震央からの距離と住家倒壊率の関係を示した図を読み取り，小

地形ごとの災害リスクについての知識を基に，地震に対する脆弱性について考察する良問。 

第４問 世界の貿易や産業に関して，多様な資料を読み取り，地理的事象に関する知識を基に，

場所や空間的相互依存作用などに着目して，農水産物の自給率，穀物の貿易，貿易による主

な国・地域間の結び付き，日本の貿易品の変化，知識集約型産業の動向について，多面的・
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が，素材文については，本文のみで示しうる筆者の意図について若干の課題があり，出題内容

については各問の問い方や選択肢の内容等にやや課題があった。難易度は，問４・５について

は高くなったものの，全体としてはおおむね適切であったと考える。筆者の意図を読み取るた

めの【資料】が補助資料として効果的に活用しきれなかったことをはじめ，指摘を受けた諸課

題については，受験者の思考力を的確に問えるよう，解決に向けて方法等をより工夫する必要

がある。今後も受験者の学習過程を意識した良問の作成に努めたい。 

第２問 受験者に読ませたい素材の選定，その文章に特徴的な表現をきちんと読み取らせたうえ

で内容読解を問うという点ではおおむね適切な出題であったと言える。現代の受験者の生活知

識レベルを想定すると，戦前の文章ではどうしても注が多くならざるを得ないが，当初からそ

れを理由にそうしたものを忌避するのもよくないと思われ，今後は全体のバランスのなかで考

えていきたい。全体を通しての設問の難易度は適切な水準であったと思われる。語彙問題に関

しては「言語文化」の指導目標に鑑みて今後も出題を慎重に検討することとしたい。また受験

者が過不足なく内容を捉えられるような本文リード文のあり方，設問における傍線箇所とリー

ド文の示し方については，今回の指摘を受けてより適切な形に近づくように心掛けていきたい。 

第３問 複数の資料の内容を批判的に検討し，書こうとする文章の見通しをもつという「書くこ

と」の学習活動の序盤の場面を設定し，その学習活動の中で必要となる力を測る問いを作成し

出題した。出題内容としてはおおむね適切で，設定した場面や学習活動については一定の評価

を得たが，そのような設定の影響もあって，作問上留意しなければならない今後に向けての課

題がいくつか浮き彫りとなった。今後もさまざまな工夫を取り入れながら，実用的な文章を素

材とした本大問の出題内容がより一層充実するよう努力を重ねていきたい。 

第４問 古文単語や文法事項といった基礎的な知識を問う設問，文脈を踏まえて内容を問う設問，

【資料】の和歌を踏まえて本文の一層の理解を問う設問などにより，古文を的確に読み取る力

を確認できる出題となったと考える。 

一方で，本試験との難易度のバランスの面では課題が残った。大問全体ないしは大問間のバ

ランスを考慮に入れつつ，選択肢や設問数の設定や出題方法の工夫などで難易度の調整ができ

るよう引き続き心がけたい。また，今後も多様な素材を吟味し，古文の特質や魅力を伝えなが

ら受験者の学力を適切に測る作問を目指して努力を続けていきたい。 

第５問 本問は，高等学校で学ぶ漢文の基礎的語彙・句法の理解や論理的読解力・思考力を測る

という出題意図を適切に反映しえたもので，「『言語文化』において他の作品などとの関係を踏

まえて解釈を深める指導の充実に資するもの」との評価を得たことからも，共通テストの出題

として妥当なものであった。一方，語句・句法の問題は安直なものとならないよう留意する必

要がある。また，言語活動を重視した形式の採用については，素材文の内容・性質との兼ね合

いや設問としての必然性，受験者への負荷の程度や他の大問とのバランス等を考慮しながら，

引き続き積極的に検討したい。 
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合を示した表を読み取り，アジア系移民の集住地の傾向と，19世紀の都市形成過程における

都市構造を考察する良問。 

３ 分量・程度 

第１問 （『地理総合／歴史総合／公共』の「地理総合」と共通のため省略。） 

第２問 （『地理総合／歴史総合／公共』の「地理総合」と共通のため省略。） 

第３問 基本的な知識やそれを基にした思考力を問う標準的な難易度の設問で構成されている。

問３は，別々の図として示された気温と降水量を統合して読み取り，各都市の位置と関連付け

て考察することができたかによって差が表れた。資料や文章量ともに適切である。 

第４問 基本的な知識やそれを基にした思考力を問う標準的な難易度の設問で構成されている。

問２は，アメリカ合衆国やブラジル，アルゼンチンの大豆とトウモロコシの生産や輸出状況に

関する個別的な知識が必要となり，やや難易度が高い。問３は，各国・地域の経済規模や国際

分業の構造が理解できているかによって差が表れた。資料や文章量ともに適切である。 

第５問 基本的な知識やそれを基にした思考力を問う標準的な難易度の設問で構成されている。

問２は，都市人口率を産業構造や経済水準だけなく，自然環境とも結び付けて多面的に考察す

ることができたかによって差が表れた。資料や文章量ともに適切である。 

第６問 基本的な知識やそれを基にした思考力を問う標準的な難易度の設問で構成されている。

問５は，統計数値の有意な差が読み取りにくく，都心周辺，郊外の言葉の定義が明確ではなか

ったこともあり，難易度が高かった。資料や文章量ともに適切である。 

４ 表現・形式 

第１問 （『地理総合／歴史総合／公共』の「地理総合」と共通のため省略。） 

第２問 （『地理総合／歴史総合／公共』の「地理総合」と共通のため省略。） 

第３問 多様な資料が用いられており，身に付けた概念的な知識や地理的な見方・考え方を働か

せて多面的・多角的に考察する出題形式で適切である。問６では，住家倒壊率を示す縦軸の目

盛りは，受験者にとって見慣れない表現方法であるため，受験者が困惑することのないような

配慮が必要である。 

第４問 多様な資料が用いられており，身に付けた概念的な知識や地理的な見方・考え方を働か

せて多面的・多角的に考察する出題形式で適切である。問２は，指数と割合が縦軸と横軸に取

られ，図の意味の理解に時間を要したと考えられる。問４は，直接消費財や耐久消費財といっ

た資料中で定義されている言葉の具体例をイメージしにくく，解答する上での着眼点を捉えに

くかった。 

第５問 多様な資料が用いられており，身に付けた概念的な知識や地理的な見方・考え方を働か

せて多面的・多角的に考察する出題形式で適切である。問６は，「持続可能な国土像の探究」

について，地方圏の過疎問題を取り上げた出題となっているが，過疎問題という題材の選択や，

解決に向けた具体的取組の適否を判断するという出題形式が過去の出題と類似している印象

を受ける。より多様な切り口での課題設定や，魅力的な資料を用いた問い方の工夫を求めたい。 

第６問 多様な資料が用いられており，身に付けた概念的な知識や地理的な見方・考え方を働か

せて多面的・多角的に考察する出題形式で適切である。地域区分した地域に見られる共通性や

多様性，結び付きなどに焦点を当てた地誌分野の大問にふさわしい設問が多い。 

 

 

多角的に考察する問題によって構成されている。 

問１ 日本やいくつかの国における農水産物の自給率に関する資料を読み取り，地理的条件に

関する知識を基に，各国の農水産業の特徴を考察する良問。 

   問２ 四つの国の大豆とトウモロコシの生産量の変化と輸出率に関する資料を読み取り，それ

らの穀物の多様な用途に着目し，各国の特徴やその変容について考察する問題。 

   問３ 主な国・地域間の貿易品の輸出額とそれに占める中間財の比率に関する資料を読み取り，

各国・地域間の産業構造や経済規模などに着目し，貿易の構造について考察する問題。 

   問４ 経済的用途別に区分された日本の貿易品の輸出入に関する資料を読み取り，日本と諸外

国との国際分業体制とその変遷などに着目し，貿易品の変化について考察する問題。 

 問５ 五つの国における国際特許出願数の約30年間の推移と，日本の技術貿易に関する主題図

を読み取り，知識集約型産業の地理的特徴について考察する良問。 

第５問 村落・都市と人口に関して，様々な図や資料を読み取り，地理的事象に関する知識を基

に，場所や空間的相互依存作用などに着目して，村落形態，都市人口率，人口動態，女性の就

労状況，日本の都市の類型，高齢化による課題への取組について多面的・多角的に考察する問

題で構成されている。 

 問１ 三つの集落の景観写真から村落形態を読み取り，それぞれの集落が形成された歴史的背

景を判断する問題。 

 問２ 三つの国の都市人口率の推移を示す図を読み取り，各国の地理的特徴に着目して，都市

化における推移の差異とその要因を考察する問題。 

 問３ 各地域の合計特殊出生率と老年人口率を示す表を読み取り，各地域の人口動態について

判別する問題。 

 問４ 四つの国の女性の労働力率と女性の第三次産業就業者割合を示す散布図を読み取り，各

国の社会環境や産業構造に関する知識を基に，各国の差異を考察する良問。 

 問５ 人口が同規模の三つの都市に関する表を読み取り，各都市の特徴を示した文との対応を

考察して，各都市のもつ性格の違いを判断する良問。 

 問６ 都道府県別の老年人口の増加率と老年人口率を示す図を読み取り，大都市圏と地方圏の

人口構成の違いに着目して，高齢化に伴う課題やそれに対する取組について考察する問題。 

第６問 オセアニアとその周辺地域に関して，多様な資料を読み取り，対象地域に関する知識を

基に，空間的相互依存作用や地域などに着目して，大地形と生物の生息域との関連，気候の特

徴，食生活の地域性，オーストラリアの貿易相手国の変遷，オーストラリアへの移民について，

思考力，判断力を測る問題で構成されている。この地域における様々な地理的事象の共通性や

多様性，結び付きを問うている。 

問１ オーストラリア大陸周辺における三つの有袋類の生息域や大陸棚を示した地図を読み

取り，プレートテクトニクスや氷河性海面変動に関する知識を基に，陸域の変化を考察する

良問。 

問２ 四つの地点における雨温図を読み取り，気候因子に関する知識を基に，各地点を判断す

る問題。 

問３ 四つの国について，各国の小麦，米，タロイモ類の年間消費量を示した図を読み取り，

食料生産の現状や文化的背景に関する知識を基に，各国の食生活の差異を考察する問題。 

問４ オーストラリアの輸出入額の推移を国別に示した図を読み取り，国際情勢の変化やその

歴史的背景に関する知識を基に，貿易相手国の変遷を考察する良問。 

問５ オーストラリアへの新規流入移民について，五大都市またはその他の地域に流入した割
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合を示した表を読み取り，アジア系移民の集住地の傾向と，19世紀の都市形成過程における

都市構造を考察する良問。 

３ 分量・程度 

第１問 （『地理総合／歴史総合／公共』の「地理総合」と共通のため省略。） 

第２問 （『地理総合／歴史総合／公共』の「地理総合」と共通のため省略。） 

第３問 基本的な知識やそれを基にした思考力を問う標準的な難易度の設問で構成されている。

問３は，別々の図として示された気温と降水量を統合して読み取り，各都市の位置と関連付け

て考察することができたかによって差が表れた。資料や文章量ともに適切である。 

第４問 基本的な知識やそれを基にした思考力を問う標準的な難易度の設問で構成されている。

問２は，アメリカ合衆国やブラジル，アルゼンチンの大豆とトウモロコシの生産や輸出状況に

関する個別的な知識が必要となり，やや難易度が高い。問３は，各国・地域の経済規模や国際

分業の構造が理解できているかによって差が表れた。資料や文章量ともに適切である。 

第５問 基本的な知識やそれを基にした思考力を問う標準的な難易度の設問で構成されている。

問２は，都市人口率を産業構造や経済水準だけなく，自然環境とも結び付けて多面的に考察す

ることができたかによって差が表れた。資料や文章量ともに適切である。 

第６問 基本的な知識やそれを基にした思考力を問う標準的な難易度の設問で構成されている。

問５は，統計数値の有意な差が読み取りにくく，都心周辺，郊外の言葉の定義が明確ではなか

ったこともあり，難易度が高かった。資料や文章量ともに適切である。 

４ 表現・形式 

第１問 （『地理総合／歴史総合／公共』の「地理総合」と共通のため省略。） 

第２問 （『地理総合／歴史総合／公共』の「地理総合」と共通のため省略。） 

第３問 多様な資料が用いられており，身に付けた概念的な知識や地理的な見方・考え方を働か

せて多面的・多角的に考察する出題形式で適切である。問６では，住家倒壊率を示す縦軸の目

盛りは，受験者にとって見慣れない表現方法であるため，受験者が困惑することのないような

配慮が必要である。 

第４問 多様な資料が用いられており，身に付けた概念的な知識や地理的な見方・考え方を働か

せて多面的・多角的に考察する出題形式で適切である。問２は，指数と割合が縦軸と横軸に取

られ，図の意味の理解に時間を要したと考えられる。問４は，直接消費財や耐久消費財といっ

た資料中で定義されている言葉の具体例をイメージしにくく，解答する上での着眼点を捉えに

くかった。 

第５問 多様な資料が用いられており，身に付けた概念的な知識や地理的な見方・考え方を働か

せて多面的・多角的に考察する出題形式で適切である。問６は，「持続可能な国土像の探究」

について，地方圏の過疎問題を取り上げた出題となっているが，過疎問題という題材の選択や，

解決に向けた具体的取組の適否を判断するという出題形式が過去の出題と類似している印象

を受ける。より多様な切り口での課題設定や，魅力的な資料を用いた問い方の工夫を求めたい。 

第６問 多様な資料が用いられており，身に付けた概念的な知識や地理的な見方・考え方を働か

せて多面的・多角的に考察する出題形式で適切である。地域区分した地域に見られる共通性や

多様性，結び付きなどに焦点を当てた地誌分野の大問にふさわしい設問が多い。 

 

 

多角的に考察する問題によって構成されている。 

問１ 日本やいくつかの国における農水産物の自給率に関する資料を読み取り，地理的条件に

関する知識を基に，各国の農水産業の特徴を考察する良問。 

   問２ 四つの国の大豆とトウモロコシの生産量の変化と輸出率に関する資料を読み取り，それ

らの穀物の多様な用途に着目し，各国の特徴やその変容について考察する問題。 

   問３ 主な国・地域間の貿易品の輸出額とそれに占める中間財の比率に関する資料を読み取り，

各国・地域間の産業構造や経済規模などに着目し，貿易の構造について考察する問題。 

   問４ 経済的用途別に区分された日本の貿易品の輸出入に関する資料を読み取り，日本と諸外

国との国際分業体制とその変遷などに着目し，貿易品の変化について考察する問題。 

 問５ 五つの国における国際特許出願数の約30年間の推移と，日本の技術貿易に関する主題図

を読み取り，知識集約型産業の地理的特徴について考察する良問。 

第５問 村落・都市と人口に関して，様々な図や資料を読み取り，地理的事象に関する知識を基

に，場所や空間的相互依存作用などに着目して，村落形態，都市人口率，人口動態，女性の就

労状況，日本の都市の類型，高齢化による課題への取組について多面的・多角的に考察する問

題で構成されている。 

 問１ 三つの集落の景観写真から村落形態を読み取り，それぞれの集落が形成された歴史的背

景を判断する問題。 

 問２ 三つの国の都市人口率の推移を示す図を読み取り，各国の地理的特徴に着目して，都市

化における推移の差異とその要因を考察する問題。 

 問３ 各地域の合計特殊出生率と老年人口率を示す表を読み取り，各地域の人口動態について

判別する問題。 

 問４ 四つの国の女性の労働力率と女性の第三次産業就業者割合を示す散布図を読み取り，各

国の社会環境や産業構造に関する知識を基に，各国の差異を考察する良問。 

 問５ 人口が同規模の三つの都市に関する表を読み取り，各都市の特徴を示した文との対応を

考察して，各都市のもつ性格の違いを判断する良問。 

 問６ 都道府県別の老年人口の増加率と老年人口率を示す図を読み取り，大都市圏と地方圏の

人口構成の違いに着目して，高齢化に伴う課題やそれに対する取組について考察する問題。 

第６問 オセアニアとその周辺地域に関して，多様な資料を読み取り，対象地域に関する知識を

基に，空間的相互依存作用や地域などに着目して，大地形と生物の生息域との関連，気候の特

徴，食生活の地域性，オーストラリアの貿易相手国の変遷，オーストラリアへの移民について，

思考力，判断力を測る問題で構成されている。この地域における様々な地理的事象の共通性や

多様性，結び付きを問うている。 

問１ オーストラリア大陸周辺における三つの有袋類の生息域や大陸棚を示した地図を読み

取り，プレートテクトニクスや氷河性海面変動に関する知識を基に，陸域の変化を考察する

良問。 

問２ 四つの地点における雨温図を読み取り，気候因子に関する知識を基に，各地点を判断す

る問題。 

問３ 四つの国について，各国の小麦，米，タロイモ類の年間消費量を示した図を読み取り，

食料生産の現状や文化的背景に関する知識を基に，各国の食生活の差異を考察する問題。 

問４ オーストラリアの輸出入額の推移を国別に示した図を読み取り，国際情勢の変化やその

歴史的背景に関する知識を基に，貿易相手国の変遷を考察する良問。 

問５ オーストラリアへの新規流入移民について，五大都市またはその他の地域に流入した割
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地理総合，地理探究 

第２ 教育研究団体の意見・評価 

① 日本地理教育学会 

（代表者 田部 俊充  会員数 約500人） 

ＴＥＬ 042-329-7729 

１ 前文 

昨年度と同様，問題数は 30 問，解答時間は 60 分である。世界各地の生活文化の多様性(４問)，

地域調査(４問)，世界の自然環境と自然災害(６問)，世界における貿易(５問)，村落・都市と人口

(６問)，オセアニアとその周辺地域(５問)の大問より構成されている。学習指導要領との関係をみ

ると，「地理総合」の「Ａ 地図や地理情報システムで捉える現代世界」の「(1) 地図や地理情報

システムと現代世界」，「Ｂ 国際理解と国際協力」の「(1) 生活文化の多様性と国際理解」，「Ｃ 

持続可能な地域づくりと私たち」の「(2)生活圏の調査と地域の展望」，「地理探究」の「Ａ 現代世

界の系統地理的考察」の「(1)自然環境」，「(2)資源，産業」，「(4)人口，都市・村落」，「Ｂ 現代世

界の地誌的考察」の「(2)現代世界の諸地域」，「Ｃ 現代世界におけるこれからの日本の国土像」の

「(1)持続可能な国土像の探究」から出題されている。 

大学入試センターの問題作成方針にて，①知識・技能や思考力・判断力・表現力等を問う問題の

作成，②学習の過程を重視した問題の作成，③多様な入学志願者の学力を適切に評価する問題の作

成が掲げられている。また，地理に関しては，④地理に関わる事象を多面的・多角的に考察，構想

する過程を重視するとあり，「地理的な見方・考え方を働かせて，地理に関わる事象の意味や意義，

特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に向

けて構想したりする力を求める」とある。これらの点については，総評・まとめで述べる。 

２ 試験問題の程度・設問数・配点・形式等への評価 

第１問 世界各地の生活文化の多様性に関する大問である。「地理総合」で学習する「国際理解と

国際協力」の「生活文化の多様性と国際理解」に相当する。共通テストらしい組合せ問題が中

心だが，単純に写真の場所や施設の分布の組合せを選ぶだけという，センター試験を彷彿させ

る内容のものもあった。難易度は低い。 

問１ 世界の祭礼に関する小問である。写真の撮影場所を地図から選ぶもので，歴史的な背景

や宗教が分かれば容易である。基礎的な知識で解くことができ，難易度は低い。 

問２ ワーキングホリデー制度に関する小問である。この制度を日本と最初に結んだ国が分か

れば容易であるが，そうでなければ年代による日本との関係性を考慮して判断しなければな

らない。良問といえる。 

問３ ３か国の家計消費支出の割合に関する小問である。国民皆保険制度の有無や，エンゲル

係数の高低など複数の一般常識を把握していなければ判断に時間を要す。良問である。 

問４ 日本の余暇活動に関する小問である。温泉，図書館，スキー場の分布について基本的な

知識で解ける問題で，一瞬で判断できる。難易度は低い。できれば施設の分布のみを問うの

ではなく，例えば温泉と発電所の関係性やスキー場の利用客の変化（外国人の増加）など，

異なる視点から多面的に捉えられるような問題の作成が望まれる。 

第２問 地域調査に関する大問で，「地理総合」の「生活圏の調査と地域の展望」，「地理探究」で

は「持続可能な国土像の探究」の内容に関わるが，「地理総合」では，生活圏の調査を基に，地

 

５ まとめ（総括的な評価） 

問題作成の基本的な考え方及び地理の問題作成方針に沿って，学習指導要領において育成するこ

とを目指す資質・能力を測るための良問で構成されている。特に，高等学校教育で身に付けた，大

学教育の基礎力となる知識及び技能や思考力・判断力・表現力等を発揮して解くための文章や統計

資料，主題図といった様々な資料の読解力が試される試験となっている。 

第２問で場面設定がなされ，地域調査を実施する場合に着目すべき地理的事象とその分析視点等，

地域調査の進め方が各設問に意識された構成となっている。問１から問４まで，設定されたテーマ

に基づいて探究的に学習が展開され，学校現場における授業展開の参考になる部分が大きい。第４

問でも同様に学習場面の設定がなされているが，本試験の第４問に比べると，各設問間のつながり

が見えにくく，それぞれ独立した設問が並んでいる印象で，学校現場における探究的な学習場面と

してのメッセージはやや弱い部分がある。 

第３問は，全体として，簡潔にまとめられた資料を読み取り，自然環境に関する基礎的・基本的

な理解の学習成果を問う良問が多く見られる。第６問は，問４をはじめ，オセアニアとその周辺地

域という地域区分にふさわしい問題が多い。 

第３問や第５問では，「地理探究」Ｃ(1)「持続可能な国土像の探究」に言及した出題が一部で見

られ，地理探究らしい出題である。Ｃ(1)は，「地理総合」及び「地理探究」で学習した内容や，獲

得した概念を活用して取り組む，地理学習の集大成として位置付けられる重要な学習のまとまりで

ある。高等学校における授業の在り方への提起として，今後も様々な出題形式の在り方を期待した

い。 

昨年度の大問構成を踏まえつつ，新課程２年目における『地理総合，地理探究』の試験として，

各大問での出題分野が固定的とならないよう，工夫された大問の構成である。今後も，本試験及び

追・再試験の大問構成やそこで扱われる分野が固定的とならないよう，多様な大問構成の在り方を

模索されることを期待したい。 

全体的には適正な難易度であり，受験者にとって初見となる資料が付された問題も見られたが，

与えられた資料から情報を読み取り，解答することが可能である。引き続き，高等学校教育の学習

実態に即した程度や表現・形式に留意して問題の対象地域を精選したり，注釈を加えたりといった

出題の工夫をお願いしたい。 

全体を通して，高等学校での学習内容を基にした思考力を問う問題や探究的な学習過程を再現す

る問題が随所に見られ，高等学校における授業改善の指針となる試験である。 
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